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子育て支援員研修　見学実習について

（１）選択科目(地域型保育／一時預かり／こども誰でも通園制度)共通の注意点
・見学実習先は受講者様ご自身で調整をお願いいたします。見学実習の対象となる園（２ページ目の選択科目ごとの実習先を参照）で勤務している方は、勤務先での見学実習で差し支えありません。
ただし、３歳未満児が在籍していない認定こども園に勤務し、選択科目「地域型保育」を選択している場合は、勤務先以外で見学実習を行う必要がありますので、ご留意ください。
・全講義（心肺蘇生法含む）の受講が終了してから実施してください。
・日数は、選択科目１科目につき２日以上必要ですが、連続した２日でなくても可能です。なお、１日とは、休憩時間を除き約7時間を想定しております。
選択科目を地域型保育、一時預かり保育、こども誰でも通園制度のすべてを受講している場合は、見学実習は２日以上×３科目分（＝６日以上）必要となります。

・配布資料については千葉市HPサイトから適宜ダウンロード、印刷してご使用ください。
　※千葉市HPサイト内で「子育て支援員研修」と検索してください。ページ内下部に様式がございます。


	
①見学実習依頼書
（※）
	・「事前チェック」を必ずご確認いただき、ご記入ください。
・氏名、生年月日、住所、連絡先、事前に見学実習先と調整した実習日を記入して、見学実習初日までに見学実習先へ提出してください。

	②誓約書
（※）
	・見学実習として保育現場に立ち入るにあたり、遵守していただきたい事項を記載しております。必ずご確認をお願いいたします。

	③見学実習確認書
	・氏名、実習日時、受け入れ園名を記入し、見学実習先へ提出してください。
・実習終了後、「担当者様ご署名」を、見学実習先の実習担当者様に記入してもらい、実習記録と共に幼保指導課へ提出してください。

	④見学実習記録
	・選択科目を３科目受講している場合は、科目ごとに見学のポイントを設定し、選択科目ごとに１部ずつ作成してください。
・提出後は返却しておりませんので、必要に応じてご自身でコピー等をとっていただきますようお願いします。


※…現在千葉市内の認可保育園等で勤務されている方で、勤務先で見学実習を行う方は、見学実習依頼書、誓約書の提出を省略しても差し支えありません。勤務先の責任者様とご相談ください。



（２）選択科目『地域型保育』に係る見学実習
	時間数
	２日以上　
*１日当たりの実習時間はおおむね９：００～１７：００。見学実習先と調整の上、時間帯は変動させてもかまいません。

	内　容
	１日目：保育の１日の流れを見る
２日目：保育の記録・計画、受付等の書類や環境構成、保護者対応の実際について学ぶ。

	目　的
	①地域型保育の現場に出向き、講義で学んだ環境整備や保育内容、安全確保など、実際に見学・観察を通して理解する。
②保育に取り組むに際して、具体的に参考になることについて理解する機会とする。
③子どものおむつ交換、食事の介助など子どもの生活援助について理解する。

	実習先
	地域型保育事業（小規模保育事業、事業所内保育事業、家庭的保育事業）　
ただし、認可保育園（所）・認定こども園での０～２歳児クラスの保育に関する見学実習も可能とする。
※対象施設は、下記のウェブサイトより、ページ中段にある「保育園・認定こども園等の情報　保育園・認定こども園等一覧」をご参照ください。
https://www.city.chiba.jp/kodomomirai/yojikyoiku/unei/4nyusyoannnai.html





[bookmark: _Hlk233379027]（３）選択科目『一時預かり事業』に係る見学実習
	時間数
	２日以上
*１日当たりの実習時間はおおむね９：００～１７：００。見学実習先と調整の上、時間帯は変動させてもかまいません。

	内容
	１日目：保育の１日の流れを見る
２日目：保育の記録・計画、受付等の書類や環境構成、保護者対応の実際について学ぶ。

	目的
	①一時預かり事業の現場に出向き、講義で学んだ環境整備や保育内容、安全確保など、実際に見学・観察を通して理解する。
②保育に取り組むに際して、具体的に参考になることについて理解する機会とする。
③子どものおむつ交換、食事の介助など子どもの生活援助について理解する。

	実習先
	一時預かり事業実施園
ただし、一時預かり事業実施園での見学実習が難しい場合、認可の保育園（所）、認定こども園での保育に関する見学実習も可能とする。
※千葉市内の一時預かり事業実施園は、下記のウェブサイトから「一時預りの実施施設一覧」をご参照ください。
https://www.city.chiba.jp/kodomomirai/yojikyoiku/unei/itijiazukari.html









（４）選択科目『こども誰でも通園制度』に係る見学実習
	時間数
	２日以上
*１日当たりの実習時間はおおむね９：００～１７：００。見学実習先と調整の上、時間帯は変動させてもかまいません。

	内容
	１日目：保育の１日の流れを見る
２日目：保育の記録・計画、受付等の書類や環境構成、保護者対応の実際について学ぶ。

	目的
	①こども誰でも通園制度の現場に出向き、講義で学んだ環境整備や保育内容、安全確保など、実際に見学・観察を通して理解する。
②保育に取り組むに際して、具体的に参考になることについて理解する機会とする。
③子どものおむつ交換、食事の介助など子どもの生活援助について理解する。

	実習先
	こども誰でも通園制度実施園
ただし、こども誰でも通園制度実施園での見学実習が難しい場合、認可の保育園（所）、認定こども園での保育に関する見学実習も可能とする。
※千葉市内のこども誰でも通園制度実施園は、下記のウェブサイトから「こども誰でも通園制度の実施施設一覧」をご参照ください。
https://www.city.chiba.jp/kodomomirai/yojikyoiku/unei/r8daretuu.html　






	（子育て支援員研修や見学実習に関するお問い合わせ先）

	担当
	幼保指導課　保育の質向上班

	電話
	043-245-57３１
	ファックス
	043-245-5894

	メール
	ｓhido-shitsukojo@city.chiba.lg.jp
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